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甲賀市介護保険事業計画・
高齢者福祉計画（案）への
ご意見募集

「甲賀市障がい者基本計画（中間
見直し）・第3期障がい福祉計画」
（案）へのご意見募集

甲賀市地域福祉推進計画の
中間見直し（案）への
ご意見募集

　介護保険法および老人福祉法に基づき「甲賀市介
護保険事業計画・高齢者福祉計画」（案）を作成しまし
たので、その内容を公表し、広く市民の皆さんからの
ご意見を募集します。

▶ 募集期間／ 2月1日（水）から3月1日（木）までの30日間
▶ 公表方法／市ホームページに掲載、長寿福祉課・市民窓
口センター・各地域市民センター・各地域包括支援セン
ターでの閲覧

▶ 意見を提出できる方／市内在住・在勤の方
▶ 意見の提出方法／住所、氏名、電話番号（市外在住の方で
市内勤務の方は勤務先）、意見のあるページ番号などを
明記のうえ、直接提出いただくか、郵送（3月1日必着）・
ファックス・Ｅメールで応募してください。

　障がい福祉施策を総合的に推進するため、障害者
基本法、障害者自立支援法に基づき、「甲賀市障がい
者基本計画（中間見直し）・第3期障がい福祉計画」
（案）を策定しましたので、その内容を公表し、広く市
民の皆さんからのご意見を募集します。

▶ 募集期間／ 2月1日（水）から3月1日（木）までの30日間
▶ 公表方法／市ホームページに掲載、社会福祉課・市民窓
口センター、各地域市民センターでの閲覧

▶ 意見を提出できる方／市内在住・在勤の方
▶ 意見の提出方法／住所、氏名、電話番号（市外在住で市内
勤務の方は勤務先）を明記のうえ、直接提出いただくか、
郵送（3月1日必着）、ファックス、Eメールで応募してく
ださい。

　次の３つの計画（案）への皆さんのご意見を募集します。お寄せいただいたご意見は市の考
え方も整理した上で公表することとしています。なお、個々のご意見・情報には直接回答しま
せんので、あらかじめご了承ください。

　甲賀市地域福祉推進計画（平成19年
３月策定）が５年を経過し、社会情勢の
変化等に伴い計画の見直し（案）を作成
しましたので、その内容を公表し、広く
市民の皆さんからご意見を募集します。

▶ 募集期間／ 2月1日（水）から3月1日（木）までの30日間
▶ 公表方法／市ホームページに掲載、社会福祉課、各地域市民センターで
の閲覧

▶ 意見を提出できる方／市内在住・在勤の方
▶ 意見の提出方法／住所、氏名、電話番号（市外在住で市内在勤の方は勤務
先）を明記のうえ、郵送、ファックス、Ｅメ－ルで応募ください。

提出先・問い合わせ
　長寿福祉課
　〒528-8502　水口町水口5609番地
　☎65‐0697　 Fax63‐4085
　 Eメール koka251000@city.koka.lg.jp

提出先・問い合わせ
　社会福祉課　障害者支援係
　〒528-8502　水口町水口5609番地
　☎65‐0702　 Fax63‐4085
　 Eメール koka253000@city.koka.lg.jp

提出先・問い合わせ
　社会福祉課　福祉政策係　〒528-8502　水口町水口5609番地
　☎65‐0700　 Fax63‐4085　 Eメール koka253000@city.koka.lg.jp

「 パブリック・コメント制度 」

ご意見をお聞かせください988名が大人の仲間入り
～甲賀市成人式～
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　大人への仲間入りを祝う成人式を１月８日、あいこう
か市民ホールで開催しました。
　今年、市内では988名の方が成人を迎え、色艶やかな振
り袖やスーツを身にまとった新成人732名が会場に集ま
り、旧友との久々の再会を喜び、近況を報告しあったり、
記念撮影をしたりと、和やかな雰囲気に包まれていまし
た。
　式典では、中嶋市長から新成人の皆さんにお祝いと激

励の言葉が贈られ、また新成人を代表して、井
いの
上
うえ
葉
は
月
づき
さん

（甲賀町）と山
やま
本
もと
千
ち
景
ひろ
さん（水口町）から成人として新たな

決意と感謝の気持ちが伝えられました。
　式典後は、記念イベント「新成人のつどい」で各中学校
区別に分かれて競うクイズ大会「地域代表パンダゴン」が
行われました。中学生当時や地域に関する出題に代表者
らは、頭を悩ませつつも、珍解答が続出。晴れの門出のひ
とときを楽しく過ごしました。

　
今
年
成
人
を
迎
え
た
小
原
小
学
校

卒
業
生
が
１
月
９
日
、母
校
の
裏
山

に
埋
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
け

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、６
年
生
担
任
の
中
山

先
生
も
加
わ
り
、卒
業
生
27
名
の
う

ち
23
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

草
木
が
生
茂
っ
た
場
所
を
、男
子

数
名
が
ス
コ
ッ
プ
で
慎
重
に
掘
っ
て

い
く
と
、カ
プ
セ
ル
が
入
っ
て
い
る

プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製
の
ケ
ー
ス
が
現

れ
、歓
声
の
中
、地
上
に
運
び
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

カ
プ
セ
ル
の
中
に
は
、卒
業
当
時

に
各
自
が
使
っ
て
い
た
文
房
具
や
、

写
真
、自
画
像
の
版
画
な
ど
が
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
ら
れ
、卒
業
生
た
ち

は
懐
か
し
そ
う
に
品
物
を
手
に
取
り

な
が
ら
、当
時
の
思
い
出
を
語
り
合

い
ま
し
た
。

　
最
後
に

20
歳
の
自

分
に
宛
て

た
手
紙
を

読
み
、
12

歳
の
自
分

と
の
再
会

を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
企
画
し
た
幹
事
の
一
人
杉す
ぎ
本も
と
希き

恵え

さ
ん（
信
楽
町
小
川
）は
、「
卒
業
し
て

か
ら
、久
し
振
り
に
皆
に
会
え
て
う

れ
し
い
で
す
。
み
ん
な
と
い
る
と

“
水
が
合
う
”と
言
う
か
、心
が
落
ち

着
き
ま
す
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も

「
小
原
っ
子
」で
い
た
い
で
す
。
今
後

は
年
一
回
集
ま
れ
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す
。」と
笑
顔
で
感
想
を
語
り
ま

し
た
。

　
８
年
ぶ
り
に
卒
業
生
の
手
に
よ
り

掘
り
出
さ
れ
た
カ
プ
セ
ル
。
実
は
彼

ら
は
40
歳
、60
歳
に
開
け
る
カ
プ
セ

ル
も
埋
め
て
い
ま
し
た
。「
夢
の
玉
手

箱
」の
お
楽
し
み
は
20
年
後
に
続
き

ま
す
。

▲会場に集まった新成人のみなさん

▲思い出の品を手にするとあの頃の記憶がよみがえります

▼掘り出されたタイムカプセル

▲中嶋市長に誓いの言葉を述べる山本さん（右）と井上さん
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